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平成25年、我が国は食料・農業植物遺伝

資源条約(ITPGR)を批准し、国際的なネッ

トワークに加盟しました。しかし、貴重な

ナス遺伝資源を保有するアジアの途上国に

おいては、現地政府の政策上遺伝資源には

簡単にアクセスできない状況下にあります。

そこで今回、ナス遺伝資源の収集・利用を

目的として、ラオス政府と共同で平成27

年11月10日～24日の計15日間遺伝資源探

索を行いました。 

参画メンバーは日本から農研機構野菜茶

業研究所、新潟県農業総合研究所と当セン

ターの研究員3人、ラオスからはラオス園

芸研究センターの研究員2人の計5人で、ラ

オス北西部の Oudomxai県および Phongsa

li県を探索しました。その結果、近縁種を

含め計124点のナス遺伝資源を収集するこ

とができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

収集したナス遺伝資源の果色は緑色や白

色が多く、日本で多くみられる紫色の果実

はあまり見られませんでした。果形は球形

のものが多く、果実の大きさは大小様々で

した。また、果実・植物体共にとげのない

系統もありました。とげのある系統では長

さが1cm程度のとげを持つ系統も見られま

した(写真)。 

収集した遺伝資源の種子は、ラオス園芸

研究センターに保存されていますが、今後、

諸手続を経て日本のジーンバンクに導入す

ることができれば、品種育成に活用してい

きたいと思います。 

なお、本探索は農林水産省委託プロジェ

クト研究「海外植物遺伝資源の収集・提供

強化」によって実施されました。 

(園芸育種担当 小笠原一真 088-863-4916） 

 

写真  収集したナス遺伝資源 


